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研究成果の概要（和文）：明和大津波（1771年）によって甚大な被害を受けた琉球諸島の集落や近世期に計画的に村立
てされた集落を対象に、「土地の記憶（場所）」、「歴史の記憶（史料）」、「かたちの記憶（空間）」から集落空間
の景観を復元して、復興における空間形成技術を考察した。明和大津波で被災し、再建した集落について、「土地整理
事業」（ 1899～1902年）当時の土地台帳および地籍図の分析を行うことで、浸水被害の影響により，同地域において
どのような集落構造が生み出されているのかを検討した。また、明和大津波で被災し、再建した集落景観復元図を作成
し、地形的立地条件に応じた空間形成技術と空間構成を考察した。

研究成果の概要（英文）：This study examines how the trace of natural disasters such as "Massive tsunami 
of Meiwa" in 1771 was recorded on the cadastral maps and cadasters produced by "The land arrangement 
enterprise" from around 1899 in Okinawa Prefecture which remain in Miyako and Yaeyama Islands especially.
In addition, to restore the village of scenery from the storage and the form of the memory of the memory 
and history of the land, were studied.

研究分野： 地域計画

キーワード： 集落空間　明和大津波　集落景観復元　沖縄　近世村落　抱護　地籍図　土地台帳
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１．研究開始当初の背景 
「明和大津波」とよばれる未曾有の自然災

害は、明和８（1771）年に琉球諸島を襲来し
た。古文書の「球陽」によると、この津波に
よる犠牲者は宮古諸島で 2,548 人、八重山諸
島で 9,393 人に達したとされる。この地震・
津波に関する記録としては、「球陽」、「大波
之時各村之形行書（なりゆきしょ）」などが
あり、牧野清の「八重山の明和大津波」では、
古い記録の分析や被害状況の確認を行うと
ともに現存する地形・伝承・大石などから津
波到達範囲を復元的に考察している。この先
行研究は、地震・津波現象の啓蒙に役立つと
ともに、災害の防除に有効な手段を示唆して
いると言える。ただし、大津波によって被災
した集落がどのように移動し、また再建した
かについては明らかにされていない。多くの
被災集落が一度別の場所に移動した後、旧来
の場所に戻って再建していることから、本研
究ではこれらの一連のプロセスを空間的に
復元することで、集落復興における空間形成
技術を考察し、集住環境の再構築の構造を明
らかにすることが可能と考えた。加えて、こ
のように再建を図った集落には、たとえば集
落の防災林（フクギ）の配置などの震災・災
害に対する備え「リスクリダクション（危険
低減）」の叡智を有していると考えられる。 
本研究メンバーは、これまで中国・台湾・

韓国・沖縄など、東アジアの集落・居住空間
について比較研究を進めてきた。その中で、
現在失われつつある沖縄の集住環境につい
て、その固有の文化を背景に形成された環境
観や集落空間の重要性を認識するに至った。 
「明和大津波」を経験した琉球諸島におい

て、復興のプロセスを読み取ることは緊急課
題であり、将来の地域再生や固有文化を生か
した空間形成の根拠として重要であると考
えられる。しかしながら、このような手法で
集落の空間分析を行った研究蓄積は十分と
は言えない。 
これらを踏まえて本研究では、琉球諸島の

被災した集落の復興プロセスの空間的な復
元を試みて、現在までの研究蓄積を基に、沖
縄の文化にみる集落の空間構成と被災集落
の「環境再構築」の仕組みを明らかにする必
要性を認識するに至った。 

 
２．研究の目的 
本研究は、明和大津波（1771 年）によっ

て甚大な被害を受けた琉球諸島の集落を対
象に、「土地の記憶（場所）」、「歴史の記憶（史
料）」、「かたちの記憶（空間）」から被災によ
る集落移動および再建にいたる一連のプロ
セスを空間的に復元して、復興における空間
形成技術を考察し、津波で大きな被害を受け
た環境下でもなお持続し秩序づけられてき
た空間の特性を被災集落の「環境再構築」の
構造として明らかにすることを目的として
いる。 
また、再建を果たした被災集落は震災や津

波に対する備え「リスクリダクション（危険
低減）」の叡智があると仮説し、その仕組み
を明らかにすることで、今後の被災地におけ
る居住環境再構築の実践に還元することを
究極の目的とする。 

 
３．研究の方法 
明和大津波（1771 年）で被災した琉球諸島

（八重山・宮古・奄美）の集落を対象に、「土
地の記憶（場所）」、「歴史の記憶（史料）」、「か
たちの記憶（空間）」に主眼を置き、被災に
よる集落移動から再建にいたる一連のプロ
セスを空間的に復元して、復興における空間
形成技術と空間構成の特徴を考察する。 
本研究では、現地調査・聞き取り調査・文

献調査を通じて研究課題を進めていく。その
際、八重山エリア、宮古エリアを重点的に研
究する。 
 

４．研究成果 
 明和大津波（1771 年）によって甚大な被
害を受けた琉球諸島の集落を対象に、「土地
の記憶（場所）」、「歴史の記憶（史料）」、「か
たちの記憶（空間）」から被災による集落移
動および再建にいたる一連のプロセスを空
間的に復元して、復興における空間形成技術
を考察した。 
 その主な研究成果について以下にまとめ
る。 
（1）地籍図・米軍空中写真を活用した「明
和の大津波」影響分析 
1）明和大津波の被害を受けた八重山の集落
の空間構造 
かつて明和大津波の被害を受けた、沖縄県

石垣市の平得村・真栄里村、大濱村、宮良村、
白保村の明治期の資料から村落空間の復元
図を作成し、明治 20～30 年の村落空間の特
徴と現在に至る空間的変遷を考察した。 
まず、上記の 4 村落における明治期（20～

30 年）の村落空間の詳細な復元から、往事の
村落空間の特徴を考察した。対象村落に共通
して村落外縁部には樹林帯（村抱護）が分布
し、その外側に墓地が分布していることから
村抱護に囲まれた範囲が村域を示している
可能性を指摘した。このような抱護は、海岸
沿いに分布する浜抱護と村域を取り囲む村
抱護が存在し、特に村抱護には帯状で幅の小
さな形状の樹林帯が多く見られた。加えてこ
のような村抱護と聖域が結合（平得村、大濱
村、宮良村、白保村）し、居住域とその周り
の生産域を抱き囲むように分布するという
共通した特徴を指摘した。本研究の復元図に
よって、抱護の詳細な形状が明らかとなった。 
居住域の形状は井然型（ゴバン型）である

が、その道路構成に直線的または湾曲した構
成の大きく２種類に分類され、特に真栄里村
は平得村より明らかに直線的な道路構成と
なっている。これは真栄里村が 1765 年に平
得村から分村した後に、1771 年の明和の大
津波で跡形もなく流されており、一度別の場



所で新村を建てた後、再び現在の平得村に接
する場所に新設しているため真栄里村が直
線的な道路構成となった可能性が考えられ
る。1771 年の明和の大津波による村落の成
立年代の違いが形態的な相違に関係してい
る可能性を指摘した。 
 
（2）土地台帳・地籍図を活用した「明和の
大津波」影響分析 
 「明和の大津波」被害の実態についての追
究はこれまで，波によって陸地に打ち上げら
れた大石「津波石」の分布を見たり，当時の
住民による記録を解析したりすることによ
って試みられてきた。 
 その中で，とくに宮古諸島などを中心に，
同地域において比較的よく残されている「土
地整理事業」（ 1899～1902 年）当時の土地
台帳および地籍図の分析を行った。そして，
これらの資料において，「明和の大津波」の
浸水地区と非浸水地区でどのような違いが
描かれているのか，また，浸水被害の影響に
より，同地域においてどのような集落構造が
生み出されているのかを検討した。 
1）近代地籍図・土地台帳とその活用 
今回基礎資料とした地籍図・土地台帳は，

1899（明治 32）年～1902 年にかけて現在の
沖縄県一帯で行われた「土地整理事業」に伴
い，整備されたものである。沖縄県一帯では
第二次世界大戦における地上戦を経験した
結果，多くの地域で地籍図・土地台帳が失わ
れてしまっている。沖縄本島では，ごく一部
の地域でしか土地整理事業時の地籍図は残
されておらず，とくに土地台帳は確認できて
いない。こうした中で幸いにも，多良間島に
ついては，那覇地方法務局宮古支局において，
手続きの上で土地整理事業時のほぼ全ての
地籍図面の閲覧および写しの発給と，土地台
帳の閲覧とが可能であった。また同島につい
ては，沖縄県立公文書館においても地籍図面
の写しが残されていた。そこで多良間島のう
ち，その中心集落一帯の当初 1,700 筆（土地
整理事業時），後の分筆も含めるとのべ約
2,300 筆分について，地籍図面の写しを得る
と共に，土地台帳記載についての記録を取る
ことができた。そして，地籍図面については
デジタライズ処理を行うとともに，土地台帳
についてはその記載を記録し，データベース
化した。 
2）多良間島中心集落の街区構造 
土地整理事業時の地籍図・土地台帳を活用

し，1899（明治 32）年頃の多良間島中心集
落の構造を復元すると，とくに東側の塩川集
落の宅地の範囲が現在よりも狭かったこと
が明らかになった。そして一見すると，しば
しば沖縄県一帯の計画的村落の特徴として
指摘される，ほぼ直交した街路で構成された
「井然型」の集落構造が浮かび上がった。た
だし，整然と並ぶように映る街区は，とくに
集落の外周において若干不定形となる。そこ
で，「明和の大津波」時の浸水域との重ね合

わせから検討を行うと，大部分が浸水を免れ
た仲筋集落側は街区の大部分が不定形で，か
つ，定型に見える街区であってもそれぞれが
複数×複数筆以上の地筆で構成されており，
街区自体が大きいだけでなく，周囲の道路に
接していない地筆，いわゆる「閑地」が街区
の中央に見受けられた。それに対して，その
範囲の大部分が浸水した塩川集落側では，1
×4～5 筆程度の宅地で構成された細長い街
区が目立ち，「閑地」地筆は非常に少なかっ
た。こうした仲筋集落と塩川集落にみられる
街区構造の対比は，前者が古くからの集落，
後者が新規集落であることに起因しており，
塩川集落の構造は，「明和の大津波」以前と
なる村立て時にある程度できあがっていた
可能性もある。しかしながら，こうした浸水
域で顕著にみられる1×4～5筆程度で構成さ
れた街区は，日当たりと同時に通気性の良さ
を確保できるという一般的な利点のほか，津
波などの急襲時に避難が容易となることな
ども期待され，受け入れられた可能性もある。 
さらに，土地整理事業時の地籍図からは，

この集落周囲の「抱護」林が，現在では並走
する道路となってしまっている敷地を含め
てかつては現在よりも若干厚く，16～20m 程
度の幅があったことが確認できた。このよう
に多良間島の中心集落は，周囲からの自然災
害の脅威に備えた様々な構造を持ち合わせ
ていたと想定された。 
3）土地所有関係からみた集落構造 
土地所有者記載についても検討すると，想

定された関係がより裏付けられることとな
る。すなわち，一見すると仲筋・塩川集落は，
宅地の周囲を畑作地が取り囲み，その周囲を
丘陵地および「抱護」林が取り囲んだその外
側に畑作地が展開するという同心円的な構
造に見えるものの，実際には何らかの要因に
よる，不自然な土地所有関係がみられていた。
字仲筋・塩川に居住する土地所有者の所有地
は，それぞれの中での「小字」も超えた錯綜
した土地所有関係をみせており，さらに，字
塩川側居住の土地所有者が遠く離れた字仲
筋側の土地を所有していた例も少なくない。 
現在の「ムラ域」よりも東側から移住して

きたとされる塩川集落を含めた居住者にも，
丘陵地に畑作地を確保しておくべきという
慣習が存在したことが想定される。そして，
このように丘陵地に確保された土地は，「明
和の大津波」後に塩川集落の人々が一時的に
高台に避難していた名残かもしれないと同
時に，再び津波被害が発生した際に備えた
「高台移住」の場であった可能性を指摘した。 
以上みてきたように，「明和の大津波」か

ら120年余り経た土地整理事業時であっても，
その被害と対策とを想定している可能性の
ある土地所有について検討した。 
4）今後の展望 
これまで見てきたように，近代地籍図と土

地台帳からは，「明和の大津波」をめぐる対
応がかいま見えることが明らかになった。そ



れはまさに，現在「東日本大震災」をめぐっ
て進展している被害地域の再開発や集落の
高台移転といった動きを彷彿とさせる。また，
「防風林」としての注目が先行しやすい「抱
護」林も，その重要性が住民によって強く共
有されてきたことに，何らかの自然災害の記
憶が強くはたらいているかもしれない。 
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